
情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2022 Information Processing Society of Japan 1 
 

悪影響を与える可能性のある誘導情報についての研究 
 

五郎丸秀樹 1 鷲尾知暁 2 小林鉄太郎 2 

 

概要：近年インターネットの普及により，マスメディアだけでなく個人が SNS で情報を発信しモバイル端末でいつで
もどこでも情報を受信することが可能となった．その影響で情報拡散の速度も情報量も範囲も以前のメディアに比べ
大きくなり，ちょっとした情報でも簡単に拡散され複雑化していった．そうした中でフェイクニュースを代表とする，

内容が不正確な誤情報や偽情報だけでなく，悪意によって暴露された秘匿情報や機微情報など情報の内容は正確だが
任意の対象者に有害な影響をもたらす情報による弊害もでてきている．さらに，デマを取り消す訂正情報に対しても，
訂正情報を見た人がデマに騙されている人と同様の行動をとる場合がある．例えばマスコミの報道でトイレットペー
パー不足は嘘だとわかっていてもトイレットペーパー買占めをおこなってしまうことなどである．本研究では，この
ように誤情報・偽情報・秘匿情報・機微情報・訂正情報など，結果的に人々を悪い方向に誘導する可能性のある情報
を「誘導情報」と新たに定義し，関係者の感情や伝達文の変化を簡易に把握できる新たな時系列図を使用して，発生
要因と対策について検討した．  
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A Study of Guide Information with Potentially Negative Impacts 
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Abstract: In recent years, individuals have become able to transmit information through social networking services (SNS) with 

the spread of the internet, and mass media is no longer the only way to send out information to the public. In addition, the 

transmission and diffusion of information has become faster, more extensive, and more complex. In such a situation, not only 

untruthful information such as fake news, but also leaked confidential information and malicious sensitive information have caused 

problems. The mal-information, although the content of the information is correct, have significant negative impacts on the target 

audience. For example, the release of confidential information leaked by malware on the internet, and the creation of a database of 

bankruptcy information and its release on the internet. Furthermore, even if they know it is a lie, they may behave in the same way 

as those who are being deceived. For example, even though we know from TV that the toilet paper shortage 

  is a lie, we still buy up toilet paper in Corona. In this paper, we newly defined "misinformation," "disinformation," "confidential 

information," "sensitive information," and "corrective information" as "guide information," which may lead people in the wrong 

direction. Using a new time-series diagram that allows us to easily grasp changes in emotions and communicative sentences, we 

examined the causes of occurrence and countermeasures. 
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1. はじめに   

従来の人と人との間の会話から，活版印刷，新聞，ラジ

オ，テレビといった新たなメディアの出現により，情報の

伝達速度，伝達量，伝達範囲は飛躍的に伸びている．さら

にインターネットの普及により SNS 上で簡単に誰でもジ

ャーナリストのように情報を発信することが可能となり

[1]，かつ情報を集めやすくなると共に，情報の伝達は複雑

化し爆発的に情報が広がりやすくなっている[2]．広がって

いる情報の中には，正しい情報だけでなく誤りのある誤情

報や悪意のある偽情報などが存在する．これらは噂・流言

（rumors），デマ（demagogy, hoaxes），ゴシップ（gossip），

都市伝説（urban legends），神話・作り話（myth）などと呼

ばれ，最近ではフェイクニュース[3]やインフォデミック[4]
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のような新語もでてきており用語自体も複雑である．  

これら信用できない情報に対し，AI（機械学習）を使っ

たフェイクニュースの検出の研究 [5][6][7][8]や，ファクト

チェック機関 [9][10]がある．しかしフェイクニュース検証

作業は，ニュースを要約して本物のニュースと比較するモ

デルを必要とするため，依然として困難な作業である[11]．

そして複数のファクトチェック機関が相互にファクトチェ

ックされた情報は少なく，相互にファクトチェックされた

情報の中で，明確な情報（明らかな真実，または真っ赤な

嘘）であれば結果の一致率が高いが，曖昧な情報であれば

一致率が低く，ファクトチェックの難しさを示唆している

[9]．そして AI やファクトチェック機関が出した結果を人

がどこまで信用するのか未知数である．AI のブラックボッ

クス問題[12 ]や，事実を突きつけると逆に偽情報への信念
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を強めてしまうバックファイヤー効果[13 ]が存在している

ためである．このように情報の真偽を見極める研究は進ん

でいるが様々な課題が残っている． 

そして秘匿情報・機微情報の暴露など悪意のある情報も

あるが，内容は正しく悪意のない情報が，本来の目的とは

異なり悪影響を与える場合がある．例えば日本では，トイ

レットペーパーが不足するというデマは 2020年のCOVID-

19 流行時にも発生し，Twitteraやマスコミの報道などでデマ

であるという訂正情報が増えた後に買占め行動が増えてい

る [14 ][15 ][16 ]．また災害や事件の報道により被害のない

観光地への旅行や宿泊のキャンセルが発生し経済的被害に

あうこと[17 ]などである．これらの結果的に悪影響を与え

る可能性のある情報に関する研究は真偽の研究に比べて注

目されてはいない． 

そこで本研究では，情報の真偽および悪意の有無に関わ

らず，誤情報・偽情報・秘匿情報・機微情報・訂正情報な

ど結果的に悪影響を与える可能性のある情報による被害を

低減することを目的に現状を調べることとした．第 2 章で

は既存の関連用語を整理し現状を把握する．第 3 章では既

存研究の課題を見つけ，第 4 章では人に悪影響を与える情

報を特定し，第 5 章で特定した悪影響を与える情報の対策

を検討し，第 6 章でまとめることとする． 

2. 誘導情報について 

誤報や悪意のある情報によって風評被害などの誤った

方向に誘導され悪影響を及ぼす可能性がある．では誤報を

減らすこと，悪意のある情報を減らすことで悪影響を及ぼ

すことを減らすことができるのか．つまり 

「『悪意のない正しい情報で，真偽が明確かつ曖昧では

ない情報』であれば悪影響を与えない」 

ということになるのであろうか．先ほどの「訂正情報」は

正にこの条件に合うが，結果的にはデマを広げ「買占め」

という悪影響を与えている．つまり悪意のある誤った情報

だけでなく悪意のない正しい情報であっても悪影響を与え

る可能性があるということである． 

「訂正情報」だけではなく，実際には起こっていない，

あるいはたいした事ではない事件や問題が大袈裟に取り上

げられ噂が広まり，その結果，問題の発生源とされる人や

組織などがあらぬ被害にあう「風評被害」[17]や，SNS に

投稿した情報も結果的に炎上やストーカー行為などを誘発

する可能性があり，これらも悪意なき明瞭かつ正しい情報

である．これらの「結果的に悪い方向へ誘導してしまう情

報」を「誘導情報（Guide Information）」と定義し，誘導情

報が発生し拡散する中で，どのような状態遷移（変化）や

受け止め方をされていくのか（認知）を検討する．またリ

スクマネジメントの規格である ISO31000:2018 では，①リ

 
a  Twitter は，アメリカ合衆国また他国々における Twitter, Inc.の登録商標

である． 

スク源，②事象，③結果の流れでリスクを表している．こ

の流れに当てはめたものが図 1 となる．また，誘導情報は

その範囲が広いため，本研究では「訂正情報」に絞って検

討することとする．  

    

図 1 誘導情報の位置づけと検討方針 

Figure 1 Position of guide information and policy for 

consideration. 

 

3. 従来のリスクアセスメント手法 

ここでは，従来のリスクアセスメント手法の問題と課題

を述べ誘導情報を検討できる手法への提案に結び付けられ

るヒントを探す． 

3.1 従来のリスクアセスメント手法の問題と課題 

状況の変化（状態遷移）を把握のためにリスクアセスメ

ント手法として最初に時系列図を使うことが多い．時系列

の分析手法として，ImSAFER[18]，いきさつダイヤグラム

[19]，VTA(Variation Tree Analysis)[19]などがある．しかしフ

ェイクニュースやインフォデミックのように，関係者が爆

発的に増えていく場合には，シーケンス図のような

ImSAFER や VTA では主体（ステークホルダー，人，物，

組織など）の数が多すぎると線が複雑になり，かつ空白が

目立つようになる（図 2）． 

 

図 2  ImSAFER の例 

Figure 2 ImSAFER Example. 

「いきさつダイヤグラム（図 3）」では，前提として規模

が小さい場合にフロー図のような正常時の流れと異常時の

流れを比較する手法であるため，大量の主体が存在し規模

が大きくなる場合には不適切である．また場合によっては

殆どが異常時のステップとなるため意味をなさず，例えば，

変化・認知

①リスク源
情報（源）

②事象
拡散

③結果
被害

・誤報
・悪意ある情報

・曖昧な情報
・真偽不明な情報の
過多状態

・風評被害
・誤報への依存

A.従来 B.今回

誘導情報

悪影響

・正しい情報
・悪意なき情報

・明瞭な情報の
周知

・新たな被害の
発生や拡大

C.新手法

2日目

3日目

主体A 主体B 主体C 主体Ⅾ 主体E ・・・

1日目

・・・

・・・

主体が多い
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Vol.2022-GN-116 No.9
2022/3/14



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2022 Information Processing Society of Japan 3 
 

SNS で最初に偽情報を提供された場合，異常時のステップ

が殆どを占めることとなる．  

 

図 3 いきさつダイヤグラムの例 

Figure 3 Ikisatsu Diagram Example. 

 またコミュニケーションモデルも分析に使われている．

コミュニケーションモデルとして有名なものは Shannon 

[ 20 ]の通信システムである（図  4）．これは①情報源

（information source），②送信機（transmitter），③チャネル

（channel），④受信機（receiver），⑤宛先（destination）の５

つの部分で構成されておりチャネルにはノイズが入ること

を示した図である．また噂の伝播モデルとしてグラフ理論

で使用されている有向グラフや無向グラフを使って表現す

る場合がある[21][22]．社会科学では，基本は直線の伝達で

ループではないグラフをインフルエンス図（図 5）と呼ん

でいる[23 ]．この図では主体が多くなっても拡散の状況を

知り定量的な分析を行う上では良いが，主体の行動の心理

状態の記述など定性的な分析をおこなうには不向きである．  

 

図 4  Shannon の通信システム 

Figure 4 Shannon's Communication System. 

 

図 5 インフルエンス図の例 

Figure 5 An Influence Graph example. 

3.2 有向グラフの矢印の限界 

これら全ての手法では矢印が入っているが，主体の数が

増えてくると下記の問題が発生する． 

（１）エラーの多発 

主体が多くなり矢印も多くなると複雑化し，読み取りに

くく理解しづらくなるため人的ミスが発生しやすくなる．

線が入り組み，たどり間違えやすいという欠点 [24]や，主

体間の距離が離れるため階層状況が判りづらくなり，時間

帯の層を間違う欠点が出てくる（図 6）． 

 

図 6 人為的ミスの例 

Figure 6 Examples of human error. 

（２）線の中身の表現が限定的 

拡散される情報の中身について重要になってきている

が，矢印を単純な情報の流れとして使っている場合，矢印

を単なる線で表すだけでは，その中身を表現することはで

きない．例えば，口頭であれば発せられた音声の中身，SNS

であれば掲示された文章の中身が重要になる．つまり矢印

の線という媒体の中を表現する必要がある（図 7）． 

 

図 7 矢印の表現の限界 

Figure 7 Limitations of Arrow Expressions. 

（３）主体間のトレースの確保 

主体が増加した場合，主体と主体とを結ぶ矢印では複雑

化しミスを誘う可能性が高くなる．しかし単純に矢印を廃

止することは難しい．矢印は次の主体へ繋ぐ役目もあるた

め矢印を廃止すると，次はどの主体につながるのかがわか

らなくなる．つまりトレースができなくなる．矢印を廃止

する場合はトレースできる仕組みが必要となる． 

（４）図の面積の限界 

 主体数が増加したとしても何らかの手段で全体像を表す

ことができるようにしたい．しかし，図に全て表すことが

求められたとしても面積には限界がある． 特に SNS への

投稿の場合，異なる主体が次々に投稿していくため，全て

の主体を記述することは現実的ではない． 

3.3 新たな手法に求められる要求条件 

これまでの議論により新たな手法に求められる要求条

件は次の通り． 

（１） 要求条件１：主体の数が増加しても，無駄な空白

の発生を最小限に抑えること． 

（２） 要求条件２：主体の数が増加しても，読み取り難

通常のステップ 異常時のステップ 要因

ステップ1

ステップ2

ステップ3

エラー1

エラー2

被害

要因１

要因２

Information 
Source

Transmitter Receiver Destination

Noise
Source

Signal Received 
Signal

Channel

正しい有向グラフ

5分後 10分後

矢印の先を
間違う

時間帯を
間違う

ミスが発生した有向グラフ

5分後 10分後 15分後

Aさん Bさん

銀行は銀行強盗が
やってくるので危な
いのでは？

その銀行は資金繰
りに苦しみ倒産す
るのでは？

銀行は危ない

口頭

矢印では，この口頭での会話
が表示されないため，認識が
変化した理由が判りづらい
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くなり間違いが生じやすくなることを最小限に抑

えること． 

（３） 要求条件３：これまで矢印の線で表していた部分

の中身を表現できるようにすること． 

（４） 要求条件４：矢印の代わりに主体間のトレースが

できるようにすること． 

（５） 要求条件５：主体数が増加しても限られた面積の

中で対応できること． 

4. 提案手法 

ここではまず提案手法の基となる考え方，「基本通信」，

そして新たな時系列図の特徴について説明する． 

4.1 基本的な考え 

情報の流れ全体を１つのシステムと考え，システムをフ

ラクタル図形のように，ある種の単純な形の集合体と考え

た．インフルエンス図を基とし，システム全体を「基本通

信」の集合体と見なした．（図 8）．  

 

図 8「基本通信」の概念図 

Figure 8 Conceptual Diagram of "Basic Communication". 

基本通信は，図 8 の①のように１つの通信を切り出して表

現することも可能である．②のフィードバックは２つの直

線の基本通信として表すことができる．また③の複数の通

信を集約して１つの基本通信として表現することも可能で

ある．本稿では， 図 8 の①のように１つの通信を切り出

し，それを複数積み重ねることで時系列図を作成すること

とする．この時系列図の上位カテゴリに「基本通信」を活

用する．この「基本通信」については，Shannon の通信シス

テム，および Westley and Maclean のコミュニケーション研

究のための概念モデルを参考に更に詳細化した（図 9）．  

 

図 9 分析のための基本通信モデル 

Figure 9 Basic Communication Model for Analysis. 

 

基本通信モデルは下記の構成となっている． 

⚫ 矢印（→）：流れている情報．前者の前であれば入力情

報，前者と後者の間では主体間情報，後者の後では出

力情報となる． 

⚫ 背景・事象：入力情報の基になるもの．事象（別な主

体からの行動等）や背景（世の中の不安な情勢．例え

ばコロナ禍，地震，不景気等）から派生した情報も含

める．  

⚫ 前者：他の基本通信の後者または背景・事象から情報

を受け取る主体．  

⚫ 媒体：前者と後者の主体間の情報の通るチャネル．物

理媒体（空気，銅線，無線など），伝達物（電気，光，

音など），ソフトウェア（VPN，メール， SNS など），

そして組織や受信機（新聞社，放送局，TV，電話，PC

など）を示す．  

⚫ 後者：前者からの情報を受け取る主体．次の主体への

送信や行動の実施などの判断を行う．  

⚫ 行動：出力情報の基になるもの．後者の受信後の行動

または派生する情報．例えば，買占め，他者への連絡，

何もしない，がある．  

4.2 新たな時系列図（NToTS）の特徴 

提案した時系列図を NToTS(New Type of Time Series 

diagram)と定義する（図 10 の下図）．その特徴は以下の通

りである． 

（1）カテゴリは固定 

上位のカテゴリは，従来の時系列図では「時間」「主体１」

「主体２」…という可変型であった．NToTS のカテゴリは

「時間」「背景・事象」「前者」「媒体」「後者」「行動」「解

説」として固定化した（図 10 の①）．これは要求条件１と

２に対応したものである． 

（2）主体は内容に添付 

従来の時系列図のカテゴリに記述していた「主体」は，

NToTS では従来時間軸で記述していた付箋と共に記述す

ることとした（図 10 の②）．主体を添付しなければ繋がり

がわからなくなってしまうためである．これは要求条件４

に対応したものである． 

（3）矢印（→）を廃止し表形式へ 

従来の時系列図およびコミュニケーションモデルでは

矢印を使用していた．NToTS は矢印を使わず，代わりに基

本通信モデル内を左から右へ遷移し，1 行で１通信を実施

することが前提となる（図 10 の③）．また並列に表示した

い場合は，後者で複数の主体を記述し（図 10 の④），同じ

時間帯に上下で記述することが可能となる（図 10 の⑤）．

つまり，後者の主体と下の前者の主体を見ることで通信の

つながりがわかるようになっている．これは要求条件２，

３に対応したものである． 

（4）媒体名を追記 

人の声による「アナログ」な情報伝達と，ネットワーク上

の「デジタル」な情報伝達では伝達の正確さに差が出てく

ることが予想される．そのため，通信媒体および伝達手段

を「媒体」を追記し，媒体に流れる情報の内容を記述する

・・・

①１つ
の通信

③集約②フィードバック

主体

情報の流れ

基本通信

前者 後者

前者 後者

背景・事象 行動媒体
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こととした（図 10 の「音声」「SNS」）．これは要求条件３

に対応したものである． 

  

図 10 従来の時系列図と NToTS との比較 

Figure 10 Comparison of Conventional Time Series Diagram 

and NToTS. 

 

（5）複数の基本通信を集約 

 複数の基本通信を１つの基本通信に集約させることで，

複数の主体が存在したとしても表示を簡素化することがで

きる．具体的には， 

 大きな変化がない複数の基本通信 

 重要ではない複数の基本通信 

を１つの基本通信にまとめ集約（収束）させることである．

これは要求条件５に対応したものである． 

4.3 NToTS の作成方法 

NToTS の使用手順を下記に記す(図 11)． 

1 カテゴリを上位に記述（図 11 の１） 

2 最初は「時間」「背景・事象」を記述（図 11 の２） 

噂やデマが流れる前は，背景としてネガティブな状況で

あることが多いためである． 

3 「時間」「背景・事象」「前者」「媒体」「後者」「行動」

の各列に必要に応じて記述（図 11 の３） 

4 分析に必要な情報は全て手に入るわけではなく，また

SNS のように「前者」「媒体」が同じ内容であれば省略

可能である． 

5 「解説」を必要に応じて記述（図 11 の４） 

6 上記の 3（必要に応じて 4）の繰り返しを実施 

 

図 11 NToTS の作成手順の例 

Figure 11 Example of NToTS Creation Procedure. 

 

4.4 過去の事例への適用 

 NToTS を 1973 年に発生した豊川信用金庫の事例[25][26]

に適用した．警察がデマの伝播ルートを解明した珍しいケ

ースである．これは豊川信用金庫に内定した高校生のたわ

いのない話が関係者に伝わっていく間に伝言ゲームのよう

に変わり，取り付け騒ぎになってしまった事例である．主

体数は 19 である．NToTS の主な利点は下記の通り． 

（1）カテゴリ固定および矢印廃止で効率化 

従来手法の ImSAFER では図 12 のように主体が白版を

はみ出し，かつ空白が多くなっている．  

 

図 12 ImSAFER の分析例 

Figure 12 Example of Analysis of ImSAFER 

図 13 の下図の NToTS では下の長さは長くなっているが，

横幅が固定化されているため，無駄な空白の発生を抑え，

かつ主体の数が増加しても読み取りやすくなっている． 

主体A 主体B 主体C 主体Ⅾ 主体E ・・・時間

時間 背景・事象 前者 媒体 後者 行動 解説

主体A 主体B音声 主体B

主体B SNS 主体CD

・・・

③「矢印（→）」が
不要となり，１行
１通信で完結

①カテゴリー
は固定

カテゴリーは
変動

主体B

主体C

主体D

・・・

⑤主体から
続きが判る

「矢印（→）」
が必要

これまでの時系列図

新しいタイプの時系列図

④複数の主体
を記述可能

解説

⑥時系列の
遷移を見て
詳細な分析
も可能

主体E

主体F

前者 後者

背景・事象 行動媒体

②主体は意見と
共にした

主体が増える
と横に拡張

１

２

３

４
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図 13  NToTS の分析例 

Figure 13 Example of Analysis of NToTS. 

 

(2)時系列の遷移を見ることで詳細な分析が可能 

従来の時系列では情報の流れを時系列に見ることがで

きたが，矢印に沿って追っていかなければならないため，

図が複雑になればあちこちに分散していた．そして矢印を

単なる線で表すだけでは，その中身を表現することはでき

なかった．NToTS は，前者，媒体，後者の視点から縦の時

系列遷移を効率的に確かめることが可能となり(図 14)，特

に関係者（主体）の感情や伝達文の時系列の変化を簡易に

把握できるようになった．図 14 では会話の内容が少しず

つ変わっていることで内容が変わっていることが一目でわ

かるようになっている． 

 . 

図 14 変化の見える化 

Figure 14 Visualization of Psychological Change． 

5. SNS 対応 

NToTS は複数メディアを考慮したものであるが，単一の

メディア，例えば掲示板などの SNS では無駄になる部分が

ある．それは SNS では単一媒体であるため「媒体」に記述

する必要がない．かつ登場人物が非常に多く，つながりも

任意の意見に対するコメントのつながりが多いためカテゴ

リを固定化する必要性は少ない．そこで図 15 のように

NToTS を簡略したものを考案した． 

 

図 15 簡易 NToTS 

Figure 15 Simple NToTS. 

 

これは図 3 のいきさつダイヤグラムを参考にした．カテゴ

リは決めず，時系列に主体名と意見を並べるだけであり，

つながりはくっつけるだけの単純な構造である．そしてリ

ツイートなど任意の意見に対してのコメントは階層化する

ことで対応可能である．また解説部分を更に時系列で分析

することで背後要因を見つける手立てとなる．今回，この

簡易 NToTS を使って「訂正情報」について分析した． 

5.1 結果と考察 

対象となるデータは，Twitter の 2020 年 1 月 28 日～3 月

1 日までであり「トイレットペーパー」で検索した結果で

ある．下記の手順で分析を行った． 

(1) Twitter での検索結果からコロナ禍に関するトイレッ

トペーパーの記事をピックアップし簡易 NToTS に記

述（図 16 の左側） 

(2) 記述した内容から「解説」欄に考えられる要因を記述

（図 16 の右側） 

(3) 解説欄の要因を時系列に並べ重要な要因をピックア

ップ 

(4) ピックアップした要因から背後要因を検討 

分析手順（３）の時系列は下記の通り． 

① 備蓄の理由の変化 
 1/28 コロナ禍での外出自粛から，食料・トイレットペーパーの備蓄 

 1/29「マスク品切れ」からオイルショックのトイレットペーパーの連想 

 1/31 外出自粛からトイレットペーパーの買いだめ 

 2/14 マスクの次はトイレットペーパー品薄と連想．パンデミックではトイレッ

トペーパー備蓄が必要 

 2/16 日本で店のトイレットペーパーが少なくなってきている 

② 品薄情報 

 1/29 台湾でトイレットペーパーの品薄状態 

 1/30 日本でもトイレットペーパーが不足になった店舗が出てきたが，

その後情報なし 

 2/5 香港でトイレットペーパー不足 

 2/14 シンガポールでトイレットペーパー品薄 

 2/15 香港でトイレットペーパー不足が深刻化 

 2/16 日本で店のトイレットペーパーが少なくなってきている 

時間 解説

主体A

主体B

主体C

①カテゴリー
は自由

主体D
④時系列の
遷移を見て
詳細な分析
も可能

主体E

②主体は意見と
共にした

③続く場合はくっ
つけることで「矢
印（→）」が不要
となる

2月14日

2月15日

⑤解説を
時系列に
して更に
分析

④階層化す
ることで上位
の意見から
のコメントで
あることが判
る
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 2/17 主要マスメディア（ネットや TV のニュースおよびワイドショ

ー）がデマで香港のトイレットペーパー不足を一斉報道．そのデマ

は，マスク増産でトイレットペーパー生産中止という誤報であるこ

と． 

 2/17 日本でも品切れ店，個数制限店が出始めた．改善されない状況

で WHO,政府,行政の発表を信じない意見も出てきた． 

 2/18 通販でトイレットペーパーの値段が高騰 

 2/26  香港のトイレットペーパー不足は解消 

 2/26 日本でトイレットペーパー不足が本格化 

 2/27 オイルショック同様，すぐにトイレットペーパーが品薄となっ

た．2/27 の夕方から熊本でトイレットペーパー買占めが開始． 

 2/28 全国でトイレットペーパー売り切れ続出 

 2/28 マスメディアで SNS でも「品薄」情報拡散との記事 

 

背後要因の検討（４）は下記の通り． 

(ア) 「訂正情報」の周知効果は少ない 

オイルショックの教訓から「トイレットペーパー不

足はデマ」であることは判っていたため． 

(イ) 「デマと理解しても品切れが発生」を学習済み 

2/17 に「香港ではデマからトイレットペーパー買占

めが起こり店頭で品切れになっている」ことを多くの

主要メディアが報道し「デマと判っていても買占めが

止まらない」ことを知ったため． 

(ウ) トイレットペーパー品薄現場写真の影響が大きい 

SNS では主要メディアの記事や実際の現場の写真

や動画などを基に論ずることが多い．主要メディアや

一般発信者の「訂正情報」に付随する「トイレットペ

ーパー品薄状態の現場の映像や写真」の影響が大きい． 

(エ) 慢性的な心理的圧力とリアルな品切れの恐怖の影響 

下記①～⑥のような長期の慢性的な心理的圧力の

積み重なりと，実際に品切れを見聞きし周りの人たち

が買占めを始めたことが引き金となったためである． 

① 外出自粛（巣ごもり）のための準備 

② マスク品切れ・外国でのトイレットペーパー不足からオイルショッ

クを連想 

③ マスク品切れの次にトイレットペーパー品切れを連想 

④ 外国でのトイレットペーパー不足から外国人が爆買いすると推測 

⑤ 実際にネット通販で高値・品切れ 

⑥ 実際に近くの店で品切れ 

 

 

図 16 簡易 NToTS の実施の一部 

5.2 考察 

 2020 年のトイレットペーパー騒動について，福島[14]は，

マスク不足・オイルショック・海外の買占め騒動を心理的

要因として挙げている．買占め現象は散発的状態から 28 日

に急加速し，現実の品切れによって訂正情報のデマ打ち消

し効果が低減したと分析した．群衆行動へエスカレートす

る前に拡散を抑え込むことを提言している． 

鳥海[15]は，メディアによる拡散を要因として挙げてい

る．「訂正情報」の急上昇の後に（トイレットペーパーの）

売り上げも急上昇していることから，「デマに気を付けよう」

という訂正情報からデマの存在を知り買占め現象が発生し

ていることを指摘している．そしてメディア自体の問題の

改善を提言している．広告収入のためのアクセス数・注目

度の重視による，事実よりも情報掲載，情報の真偽よりも

話題性（アクセス数）を優先させているため事実や情報の

真偽を優先させることである． 

これらの議論より「訂正情報」の理想と現実は次のとお

りである． 

（１） 理想 

 「訂正情報」により，トイレットペーパー不足は嘘であ

り，買占めがデマによるものだと周知し，人々の買占めを

止めさせる効果があること． 

（２） 現実 

「訂正情報」により，買占めが止まるどころか加速させ

てしまった． 

「訂正情報」の理想と現実が異なった理由は，下記の通り． 

① 訂正情報の周知前から「トイレットペーパー不足はデ

マ」ということを知っていたため，元々デマに免疫が

あり訂正情報の効果は少なかった［NToTS のみ］ 

② 香港の買占めから「デマと知っていても買占めは発生

可能性あり」ということを事前に知っていたため訂正

情報の効果は少なかった［共通］ 

③ 現実の品切れによって訂正情報のデマ打ち消し効果

が低減したため［共通］ 

④ 慢性的な心理的圧力とリアルな品切れの恐怖［福島と

NToTS］ 

⑤ 訂正情報（SNS や TV）からデマや買占めの存在を知

り買占め現象が発生したため［共通］ 

上記の①②に関しては既にオイルショックや香港での買占

めの話が頻繁に載っており，訂正情報が送られていること

と同様の状態になっていたためである．③④に関しては真

偽に関係なく「トイレットペーパーがなくなる恐怖」があ

るためである．1973 年のオイルショック時は，当時の通産

大臣が 1973 年 10 月 31 日に NHK テレビで「紙の使用合理

化運動」を呼びかけたところ，翌 11 月 1 日に千里ニュータ

ウンで開店前から行列ができてトイレットペーパーが買い

だめされ，これが全国的に報道されたことでトイレットペ

ーパー騒動が全国に波及した[27 ]．同様の現象が今回も熊

本で発生している[28 ]．⑤に関してはデマを結果的に周知

したことと同様の効果があったためである．これは豊川信

用金庫の事例と同様の現象である[25]． 
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提言に関しては，福島と鳥海とは異なる見解である．「群

衆行動へエスカレートする前に拡散を抑え込むこと」「事実

や情報の真偽を優先」では，恐怖心や不安を解消するわけ

ではないため効果は限定的である．噂のリスク認知として

「曖昧さ（ambiguity，unknown，uncertainty）」「恐怖（fear，

dread）」が重要な要素であり[29][30][31]，政府・行政・マス

コミなどの心理的に大きな力を持つ機関は，正しく明確な

情報の周知や曖昧な情報の抑制だけでは不十分であり，同

時に恐怖心や不安を低減させる施策を実行すべきである．

例えば，買占め騒動が終わった海外事例の報道を繰り返し

おこなうこと（日本では 2000 年 2 月 28 日に買占めが増え

たが，2 日前に香港の買占めは既に収束していた）である． 

6. おわりに 

 今回は悪い影響を与える可能性のある誘導情報の一つで

ある「訂正情報」について具体的な例と対応策に検討した．

今後は更に他の誘導情報について検討する予定である． 
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